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か？」（Was ist das Sein?）と問うてその「何」
（Was）の確定をもって回答としてきた従来の哲
学を形而上学の虚妄の名のもとに棄却し，「存在
とは何か？」の問いそのものから零れ落ちる
《ist》から出発して《Sein＝Was》なる回答なき
問いの無尽性へと哲学を引き込み，挙げ句の果て
は哲学そのものをも棄却する以上，存在概念のハ
イデガー的規定は原理的に可能ではない。しかし，
ハイデガーの60年にわたる「存在への問い」がそ
の存在概念の明確化をめぐって従来の諸哲学より
いかなる進展も示していないとは断言しうるはず
もなく，いずれにせよこの存在概念の深みからこ
そ目下の問題の真意も照射されなければならな
い。（3）本著は，こうして，（2）から出発してハ
イデガー哲学テキストを構築し直し，その政治テ
キストを一字一句読み解き直し，論争史上のほぼ
全ての論稿をも換骨奪胎（？）組み建て直し，ハ
イデガー思惟と，「ハイデガーとナチズム」問題
と，「ハイデガーとナチズム」論争史全体を，古
代ギリシャ以来の「政治と哲学」問題系と，やや
大仰にいえば約一千万年前に無から存在へと立ち
出で，いま改めて種としての無の可能性を前にし
て存在の脱皮をはかるわれわれ人類の，現在から
未来への文明史・世界史の只中に位置づける。具
体的には如何ようにか？　上記の通り，簡単に応
えるわけにはいかない。ただ，礼儀上，大学同僚
としての常識の言葉でこう言ってみることはでき
る。ハイデガーはナチズムの名においてドイツ・
ナショナリズムに「加担」した。ナチズムもまた
ドイツ・ナショナリズムから生まれ出て，しかし
それを纂奪・奇形化した。ハイデガー思惟がナチ
ズム崩壊後も生き延びて，むしろ逆に大成するの
は，旧来の「永遠と普遍」の哲学に抗して「時間
と歴史的固有」に賭けたこの存在思惟が，そのド
イツ・ナショナリズムの底を脱開してたんなる世
界（Welt）ならぬ新たな「世－開」（Welten）へ
の方途（Weg）を孕んでいるからであると。...自
分で言うのはどうかと思うが，「しらふ」で言っ
ておけば，本著は世界的レヴェルの力作である。
少なくとも，論争史に対する一個の立派な
《japanese contribution》である。世評が同じこと
を言うかどうかは知らない。われわれは自らの渾
身の労作をとりあえず具眼の士たちに献ずれば，
それでよい。
本学中央図書館には資料渉猟その他で多大の御
援助を賜わった。感謝に堪えない。
（なかた・みつお　現代語・現代文化学系教授）
